
民生妻真・児童室真に対する厚生大巨  

篤別表彰の真義について   

護藷葦にあた・りざ多年地境社会の某社の孝造に 社会奉仕ク渚詩をもって保 

民生奏具・児童委員の労苦に老いるゃめ．．民生委員及び児童萎真表彰義則（宿和声5年厚生  
令嘉34号 
軍）による厚生大巨哀彰のほか新たに別添「民生委員・児童委員に触る局別表  
彰奏義妄嗣」■に’より厚生大巨の特別表彰■が行われることと奉ったので御了知のうネそ．め兵  

遠に澤療のないよう配慮されたいこ  
民生要点・児童棄卓に対す為療別表彰葺施貢車‥・  

・ト轟 旨   

社会享年甲繁殖をもって床匡指卦≠あたり／地域社会め福祉の増進につとめている民   

1しJ  ● 草葉真・＝児章重責の労苦に対しては春秋叔顛・褒章条例によ：る褒章並びに民生要員現巧  鬼童要具妄彰岩期呼基づく厚生大畠表彰等による蜃彰去ミ行わ克ているが，多年にわたウ ！言；－■●‘1．‘ 民生要具 
・児童壷屋活鄭こ清励してし二■るにも妄ゝカ主おもヂ∴なお．．そゐ岩垂に軋ぐま九て  

■   
7  いない者が多数表され七し、■る実情た嘉；んがみこれらの老衰対L；厚生大臣め鯨別蓑彰を   

行い，もって民生委員・児童委員活動の迂遠を図ろうとするものである．  
2 一差彰の寒声  

一■1・   

表彰ほノ民生藍員・児童委員と’Lて多宇にわたり∴その最諺に清励しその歩寮が貢著  

ただし，民生委員■■・児章委員主して他の制定により芸彰  であると認あ．られる妄とする。  
・さ克た着，‘畠生妻貴誌若1ユ条の義貞によりその塵を窟かれた善幸牡除く。．  
3 表彰の時遡   

芸彰は，原則として年1回とし，そ？蒔鄭ミ，別に定あるところ吐よる。  

4 表彰の方法   
■   

表彰は，都道府県知者（措定蔀市にあってほ市長，■以下同じ。）が厚生大巨の麦彰状及   

び記念品を 厚生大臣にかわっ．て授与する。  

▲5 表彰の真幸  

・覇道原票奥書は2に鼓当すると諾やられる号があるときほ別に定ある■ところによ‘り夢   

生大夏に美幸する。  

6・死亡又は芳慕Lた暮の妄彰   

表彰を受！ナるべ＼き姜が表彰訂こ死亡又を三芳若したときを三，生芸文ほ芳芸前の≡斤にき   

かのぼって麦彰ナることができる。  

7 芙元の芳芸  

この貢熟も窄希50年ユ2月1…ヨ方＼ら実蒐ナる三  

■・銅・－   


